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人道支援15団体による共同アピール 

３つの基本合意 

 

1. 子どもたちへの緊急支援を妨害しない。 
 

2. 学校や医療施設を標的にしない、また軍事施設
として使用しない。 
 

3. 人口が密集した地域への爆撃を行わない。 
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• 誕生日の写真 
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• 攻撃される家の絵 

7 



8 



9 



子どもを取り巻く環境の悪化  
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• 学校の破壊、学業の中断（40％が学校に通えない） 
 

• 経済状態の悪化、児童労働の増加 

 

• 爆撃への恐れ、肉親・友人の死、長引く避難生活な
ど、甚大な心理ストレス  
 

• おびえ、睡眠障害、うつ的状況、失語症 
 

• 増加する暴力（ハラスメント、性暴力、家庭内暴力） 



    子どもたちの生活に対する懸念 
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• 身体能力の低下、限られた余暇活動 
（心身発達に重要） 
 

• 縮小する社会との関わり、限定されたロールモデルと
の接触 

 

• 低下する自己肯定・被差別感  
（シェルターにて暮らす子どもの間に顕著） 
 

• 青少年に対する懸念の拡大（緊急の課題） 
 

• 十分ではない支援（子どもの保護＜食料/住居） 



少年が直面する課題 
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• 劣悪な環境下での労働 

–越境する密輸の担ぎ手として 

–原油の精製 

–道端で商売 

–軍の施設で働く 

• 狙撃のターゲットに 

• 戦闘行為に参加  

©UNICEF 



女子が直面する課題 
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• 増大する治安への懸念 

• 性的暴力-学校・トイレに行くのも不安 

• 学業の中断（特に中高生） 

• 早期結婚 

• 誘拐 
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• 長引く避難生活 

• 経済的な負担増 

• 爆撃を目撃 

• 家族/友人との 
別離 

 

 

増加するストレス 

放置されるトラウマ 

 



セーブ・ザ・チルドレンはシリアでどんな支援を？ 

教育：学校の補修、教員の研修、インフォーマル教育支援 
  

子どもの保護：こどもひろばの運営/モバイルチーム 

     青少年クラブの設置 

     子ども保護ネットワークの立ち上げ 

  子どもの保護の意識啓発活動 
 

生計支援：食料配給、現金支給 – 児童労働の防止 
 



医療：ポリオ予防接種、クリニック設置 
 

水衛生：給水、トイレ設置、衛生普及活動 
 

シェルター：シェルター、生活必需品の配布 
 

栄養： 5歳児以下を対象とした栄養指導、母乳指導 
 

セーブ・ザ・チルドレンはシリアでどんな支援を？ 



こどもひろばの役割 

• 東日本大震災での経験を活用 

 

 

 

• 安心・安全と感じる場所の提供 

• 創造的活動を通じた癒し 

• 「無心」となり子どもらしさを経験できる場の提供 

• 友人との相互サポート 

• 心理ストレスへの抵抗力強化 

 



• 虐待などを早期発見する場に 

• 衛生などのメッセージの普及 
（14年ぶりポリオ発生） 

• 緊急下での子どもを取り巻く課題の親への啓発 

• ポジティブ・ディシプリンによる親と子の関係改善 

この後の青年海外協力隊の方より、ヨルダンでのこどもひろばの活動報告があります 

こどもひろばの役割 



青少年を対象に 

• 将来をターゲットにした活動 

• 補習授業 

• ライフスキル、リーダーシップ育成 

• 課外活動の経験（英語、コンピュータなど） 

• 心理ストレスへの抵抗力強化 

• ‘役割’を通じた癒し 

• 自信の回復、積極的な関わり、経験蓄積 

• 職業訓練（レバノン、生計支援を目指して） 
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夢を失わない、将来を失わない 
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学校でのこどもひろば活動 
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メッセージカードの作成 
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夢の家を作る 



コミュニティでの清掃活動、衛生普及活動 

• WASH Dayの写真 2枚 
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コミュニティ内のリスクが高いポイントを 
子どもたちが分析、病院などの位置も確認 



26 

子どもたちが体を使った遊びができるように、遊び場を設置 



シリアから、ある女の子のメッセージ 

 

• 爆撃により障害を負う 

• 引け目と差別を恐れる気持ちから消極的に 

• こどもひろばに参加 

• 医療団体からリハビリを受ける 

 

夢を失わない、将来を失わない 

障がいがあっても、こどもひろばのほとんどの活動に参
加できるのだと知ったことは大きな喜びでした。 
こどもひろばは私の人生に希望を授けてくれたのです。 
 
私の人生で一番の贈り物をもらったのです。 
それは「新しい人生の希望」です。 
大きくなったら、私を助けてくれたたくさんの人のように、
助けが必要なこどもを助けることができる大人になりた
いと思います。 



セーブ・ザ・チルドレンの訴え 

• 緊急下でこそ、水や食料支援だけではなく、 

   教育・子どもの保護の支援の強化を 

 

• 長期化に伴い、これまで以上に生計支援が重要に 
 

• 緊急支援にもっと子どもの声を反映 
  -子どもに優しいシェルター、トイレの設置 

     -子どもに配慮した物資・食料支給 
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ご清聴ありがとうございました。 


